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デバイ温度より高い温度一定の状態で圧力を加えてゆくと,固体の格子定数は-りは

じめるが,.それにともなって格子振動の振巾と格子定数の比が小さくなれば融点が上昇

し,大きくなれば降下する｡実際の固体では圧力のひくいところでこの比は圧力と共に

小さくなるが,その小さくなり方は圧力の上昇と共に-って,遂に一定圧力の変化に対

する格子定数の-る割合が振巾の-る割合と同じになるところが生ずる場合がある｡ こ

のような状態になればLindemanの立場からは融点に極大現象があらわれたと考えられ

る｡

一定温度下での格子定数の変化にともなう振巾の変化はデバイ温度の体積変化と関係

ずけられるので,この現象をしらべるためにはグルユナイゼン定数を体積の関数として

求やればよい｡もしよい近似でグルユナイゼン定数が体積のみの関数として求まれば,

上のような考え方から融点 Tm(Ⅴ)は体積の関数として

Tm(V)-Tiexpl2J
1 rm(Y)-1/3

Ⅴ Ⅴ
dv〕 (1)

であたえられる ｡ こ こで ,-茅 でAoは圧力 OでのAの値である｡さてここでの

rm(Ⅴ)は融解現象に関係してきめられるべきグルユナイゼン定数であるので必ずしもデ

バイ温度の体積変化から求まるものと等しい必要はないが,･まず弾性的な性質と関連ず

けて論じてみよう｡

ァルカリ金属では実験的に (響 -)Ⅴ = O がほぼなりたっているのではないかと∂T

Riceは主張している~′｡このことはMocroscopicなグリュナイゼン定数は高温では充
3)

分よい近似で<rk>に等しい (C･f･D･C･Walloce19･62)ことからWalla･cèの定

義した<Ek>…<V2/鴨 ･d2a'k/dV2>=Oを意味している (̀C･f･I)･C･Wallace32,5)
d v

･Ek,.-0は意 -γ+γ2or i (丁)--1でこれよ川 iceの式 γ(V)-
Ⅴ[4 -V]-1がみちびけ-る｡これがなりたっためのmi｡,o な根拠をしらべるため
γo
drk

2)

に一語 をなめらかなmodelpotentialを用いて計算した｡このmodelpotential は変
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化しうるパラメーターを2つ含み,格子定数,結合エネルギー ,3 つ の 弾 性 定 数 が あ う よ う に 定

めた｡その結果<fk>-～0であるmodeは横波のTlで次 に T 2 か や や そ れ に 近 い こ と が

ゎか-たoこのことから(筈 串 0がな｡たちうる-ic ro な 根 拠 - 性 的 に は -

できる｡

次にこのRiceの式をγm(Ⅴ)に用いてみるとKrantとKenned y の 実 験 で 示 さ れ た

･m(Ⅴ)とVとの- 関係4),又Tm(-ax)の値などもよく説明できる の で l享 こ の こ と

は ㌦(Ⅴ)は<γk>ではなくTlmOdeに大きなweightのかかった或平均 値 と に 求 め ら れ

るべきと考えている｡更に0度のγk を上で求めたパラメーターを用いて M ie-G rih eisen

の状態方程式からU Pの関係を求めるが,これはKennedy達の実験5)をかな り よ く

説明する｡
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